
　　　　

令和7 年 1 月 21 日

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節のイベント（七夕会、ハロウィン、クリスマス会）
・秋のイベント（お出かけ）

家族支援
・その日に取り組んだ内容のデータを近日中に保護者へ公開しています。
・子育て等家庭での悩み事があれば相談しやすい環境を整え、家庭と連携を図り
ながらその後の支援に取り組んでいきます。

移行支援
・保護者に同意を得た上で施設の様子を共有していき、学校や福祉サービ
ス等連携しながら進学や就職に向けての情報交換を行います。

地域支援・地域連携
・工場見学や図書館など外出することで地域の方との交流する機会を設けてい
き、地域資源を活用できるように支援していきます。

職員の質の向上
・社内研修を行う等、子どもの特性に応じた対応の仕方や支援方法等を学
んでいきます。

支　援　内　容

・施設の環境に慣れていき、自分なりの施設の過ごし方を考えることや生活リズムを整えていけるように手助けをしていきます。
・天候や気温によって服の着脱や水分補給をするように職員が伝えていき、自分で出来るように身につけていきます。

・モルック、ボッチャ等の活動を通して職員や友だちと一緒に身体を動かす楽しみを見つけていきます。
・楽器の演奏、工作、パソコンのタイピング、就労の活動での作業訓練を通して手先の感覚を養っていきます。

本
人
支
援

・周りの人に支えてもらいながら安心して過ごしていけるように職員に話を聞いてもらうことや1日の流れを事前に伝えて見通しをもっていき、気持ちを落ち着かせて行動できるように支
援していきます。
・出来たことを職員が褒めていき、自己肯定感を上げていけるように声掛けをしていきます。

・活動を通してコミュニケーション能力が向上できるように語彙力を身につけていくことや話し合いをする機会を設けていきます。
・自分の思いだけではなく、職員が仲介に入って相手の気持ちを聞き出して理解することや状況に応じて適切な言葉に訂正して伝えられるように助言していきます。

・小さな集団生活の中で信頼できる相手を見つけていくことや友だちとの関わりを深めていき、信頼関係を築いていけるようにします。
・就労の活動を通して挨拶、マナー、ルールなど就職に向けて必要な知識や基本的な流れを職員と一緒に学べるように支援していきます。

支援方針
①一人一人の個性を伸ばす　②子どもたちの可能性を育てる　③想像力を豊かに向上させる（３つの方針）
①心配り　②目配り　③気配り　④思いやり　⑤場所作り（５つの気持ち）

営業時間 送迎実施の有無月曜日～土曜日　9時00分～18時00分 送迎あり

法人（事業所）理念
「愛ある療育で子どもたちに笑顔と幸せを」「遊びから学び、学びから成長そして自立への喜びを」
３つの方針と５つの気持ちを大切に子どもたちの療育に努めてまいります。

事業所名 放課後等デイサービス 森のピーコック 作成日支援プログラム


